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J
R
西
労
組
中
央
本
部
は
、

４
月
25
日（
土
）、Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ

ン
シ
テ
ィ
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ホ
テ
ル
に
お
い
て
、Ｊ
Ｒ
西
日
本

連
合
グ
ル
ー
プ
単
組

代
表
者
を
含
め
た
約

２
７
０
名
が
集
ま
り
、

「
２
０
２
６
年
事
故
を

決
し
て
忘
れ
ず
、安

全
を
誓
う
集
い
」を

開
催
し
た
。中
央
本

部
執
行
部
を
代
表

し
て
羽
野
中
央
執
行

委
員
長
よ
り
、●
福

知
山
線
列
車
事
故
●

追
悼
慰
霊
式
●
車
両

保
存
施
設
●
凡
事
徹

底
●
リ
ス
ク
に
つ
い
て

挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、関
西
電
力
株
式
会

社
人
財
・
安
全
推
進
室
安
全

推
進
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
江

口
智
也
氏
よ
り
、「
関
西
電
力

グ
ル
ー
プ
に
お
け
る

安
全
文
化
構
築
・
継

承
の
た
め
の
安
全
活

動
に
つ
い
て
」と
題
し

て
基
調
講
演
を
い
た

だ
い
た
。

　

私
た
ち
は
、一
人
ひ

と
り
が
安
全
の
担
い

手
で
あ
る
と
い
う
自

覚
を
持
ち
、自
ら
の

安
全
行
動
を
確
実
に

実
践
す
る
事
、ま
た

協
力
会
社
等
と
の
双

方
向
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
、

P
D
C
A
に
よ
る
継
続
的
な

改
善
や
教
育・情
報
共
有
を
通

じ
て
安
全
文
化
を
高
め
、災
害

ゼ
ロ
の
実
現
を
目
指
し
て
取
り

組
む
姿
勢
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
。

　

基
調
講
演
に
続
い
て
、中
央

本
部
中
村
業
務
部
長（
安
全

担
当
）よ
り「
J
R
西
労
組
の

安
全
の
取
り
組
み
」と
題
し
、

鉄
道
運
転
事
故・労
働
災
害
の

現
状
及
び
福
知
山
線
列
車
事

故
後
の
取
り
組
み

概
況
や
安
全
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

の
比
較
に
つい
て
報

告
が
あ
っ
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、

「
安
全
お
守
り
手

帳
」を
活
用
し
た

職
場
点
検
を
進

め
、チ
ェッ
ク・提
言

機
能
に
磨
き
を
か

け
、働
く
者
の
立

場
か
ら
問
題
提
起
を
行
う
こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識
し
た
。

　

最
後
に
、参
加
者
全
員
で
、

「
す
べ
て
の
J
R
西
労
組
、

J
R
西
日
本
連
合
組
合
員
の

参
画
に
よ
っ
て
、妥
協
な
く
安

全
を
追
求
し
、労
働
組
合
の

チ
ェッ
ク・
提
言
機
能
を
発
揮

す
べ
く
、着
実
に
運
動
を
推
進

し
て
い
く
」こ
と
を
集
会
ア

ピ
ー
ル
で
誓
い
合
い
、集
い
を
締

め
く
く
っ
た
。 

　

大
阪
地
方
本
部
は
、5
月
1

日（
金
）大
阪
城
公
園
・
太
陽
の

広
場（
野
球
場
内
）に
於
い
て
、

連
合
大
阪
主
催・第
97
回
大
阪

地
方
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
た
。

　

会
場
に
は
曇
天
の
な
か
、構

成
組
織
か
ら
約
１
万

人
が
集
結
し「
対
話
と

連
帯
で
築
く
、平
和
で

笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来

真
の
働
き
方
で
、安
心

し
て
く
ら
せ
る
社
会

を
！
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
労
働
者
の
処
遇
改

善
な
ど
を
訴
え
た
。

　

井
尻
実
行
委
員
長

（
連
合
大
阪
会
長
）か

ら
は
、「
ジ
ェン
ダ
ー
平

等
の
推
進
で
は
、連
合

大
阪
は
様
々
な
団
体

と
緊
密
に
連
携
し
、企

業
や
団
体
の
好
事
例

を
横
展
開
で
通
じ
、誰
も
が
排

除
さ
れ
る
こ
と
な
く
安
心
し
て

働
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　

ア
ピ
ー
ル
で
は
、●
大
規
模

災
害
へ
の
備
え
と
能
登
半
島

地
震
の
今
●
外
国
人
労
働
者

が
直
面
す
る
備
え
と
能
登
半
島

地
震
の
今
に
つ
い
て
、主
張
を

行
っ
た
。

　

最
後
は
、
井
尻
実
行
委
員

長（
連
合
大
阪
会
長
）の「
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」の
発
声
で
、参

加
者
全
員
が
元
気
に
拳
を
上

げ
、大
阪
地
方
メ
ー
デ
ー
を
締

め
括
っ
た
。

　

今
年
も
労
働
者
の
力
強
さ
を

感
じ
さ
せ
る
集
会
と
な
っ
た
。

　

大
阪
地
本
は
、5
月
19
日

（
火
）、ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大

阪
に
於
い
て
、出
向
組
合
員
10

名
を
迎
え
、出
向
組
合
員
激
励

会
を
実
施
し
た
。

　

大
阪
地
方
本
部
を
代
表
し
、

禅
野
執
行
委
員
長
が「
各
出

向
先
よ
り
、
J
R
西
日
本
を

支
え
て
い
た
だ
き
、我
々
J
R

西
労
組
の
運
動
に
も
ご
理
解
、

ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
」と

挨
拶
を
行
っ
た
。

　

出
向
組
合
員
か
ら
は
、お
一

人
お
一
人
の
近
況
を
含
め
た
挨

拶
を
い
た
だ
き
、引
き
続
き
こ

の
よ
う
な
場
を
大
事
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
意
見
が
あ
っ
た
。

　

出
向
組
合
員
の
世
話
役
活

動
は
、各
支
部
・
分
会
で
機
関

紙
の
郵
送
な
ど
は
行
っ
て
い
る

も
の
の
、長
期
出
向
者
と
各
級

機
関
役
員
と
の
面
識
が
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
や
、出
向
者
の

出
向
先
で
の
転
勤
を
把
握
す

る
こ
と
が
難
し
い
こ
と
な
ど
か

ら
、世
話
役
活
動
が
不
十
分
と

な
っ
て
い
る
。

　

今
後
も
大
阪
地
本
で
は
、出

向
組
合
員
に
対
す
る
世
話
役

活
動
を
重
点
課
題
と
位
置
づ

け
、取
り
組
み
の
強
化
を
図
る

と
共
に
、出
向
組
合
員
の
定
期

面
談
の
確
実
な
実
施
や
、情
報

提
供
の
充
実
な
ど
を
会
社
に

要
請
し
て
い
く
。

参加した約1万人によるガンバロー三唱！

出向組合員の皆さんにとって今後の勤務の励みとなる激励会となった

大
阪
地
方
メ
ー
デ
ー
井
尻
実
行
委
員
長
の
挨
拶

（
連
合
大
阪
会
長
）

主
催
者
を
代
表
し
挨
拶
す
る

羽
野
中
央
執
行
委
員
長

安全の取り組みについて報告する
中央本部中村業務部長

大
阪
地
本
を
代
表
し
挨
拶
を
す
る

禅
野
執
行
委
員
長

関
西
電
力（
株
）人
財
・
安
全
推
進
室

安
全
推
進
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
江
口
智
也
氏 

事
故
を
決
し
て
忘
れ
ず
、安
全
を
誓
う
集
い

J
R
西
労
組
中
央
本
部
主
催

誰
も
が
安
心
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
社
会
を

第97回
大阪地方メーデー

　　　 

第97回
大阪地方メーデー

　　　 

大
阪
地
方
本
部

 

2
0
2
5
年
度

出
向
組
合
員
激
励
会

大
阪
地
方
本
部

 

2
0
2
5
年
度

出
向
組
合
員
激
励
会


